
　
大阪会場：CIVI北梅田研修センター
【受付期間】8月3日～8月21日
【試験区分】行政事務、総合土木
◆採用試験共通
※受験資格等詳細は試験案内を参照してください。
【問】人事委員会事務局任用課
☎621-3212 FAX621-2887

●警察官Ｂ採用試験
【とき】10月15日
【ところ】徳島大学総合科学部
【受付期間】8月3日～8月24日
【試験区分】警察官Ｂ（男性）・警察官Ｂ（女性）
※警察官Ｂ（男性）は、徳島県と大阪府の採用共同
試験です。詳細は試験案内を参照してください。
【問】人事委員会事務局任用課
☎621-3212 FAX621-2887

●障がい者を対象とした徳島県職員等
　採用選考考査
【とき】10月22日
【ところ】徳島県職員会館
【受付期間】8月3日～8月21日
【試験区分】行政事務、学校事務、警察事務
※受験資格等詳細は受験案内を参照してください。

●徳島県職員等採用試験
①短期大学卒業程度、高等学校卒業程度
【とき】9月24日
【ところ】徳島大学総合科学部
【受付期間】8月3日～8月21日
【試験区分】（短期大学卒業程度）総合土木
（高等学校卒業程度）行政事務、学校事務、警察
事務、電気、総合土木、農業、林業
②民間企業等職務経験者
【とき】9月24日
【ところ】徳島会場：徳島大学総合科学部
東京会場：立教大学池袋キャンパス
大阪会場：CIVI北梅田研修センター
【受付期間】8月3日～8月21日
【試験区分】行政事務、行政事務（ＤＸ）、建築、総
合土木、保健師
③就職氷河期世代
【とき】9月24日
【ところ】徳島会場：徳島大学総合科学部
東京会場：立教大学池袋キャンパス

●とくしまデジタル人材育成講座
【対象者】誰一人取り残されないデジタル社会
の実現に向け、デジタル技術を活用した学校や
市町村等の支援に意欲がある人
【応募期限】8月18日17：00
【問】（公財）e-とくしま推進財団
☎677-8411 FAX652-0072 

●オンライン合同就職説明会
【とき】7月29日13：00～
【対象】徳島県へのＵＩＪターンを希望する人
【内容】勤務先が徳島県内にあり、正社員などの
「良質な雇用」を目指す企業によるオンライン
での「合同就職説明会」を実施します。
【問】ガリレオスコープ株式会社（徳島県UIJ
ターン人材地方回帰等促進事業受託者）
☎080-4468-6118 FAX03-6809-5734

●オープンとくしま・パブリックコメント
【内容】高架下の道路空間をまちづくりや賑わい
創出につなげるため、「高架下活用計画」を策定
します。
【応募期限】8月2日
【問】県道路整備課 ☎621-2547 FAX621-2868

【問】人事委員会事務局任用課
☎621-3211 FAX621-2887

●「地域若者サポートステーションと
　 心理学」セミナー
【とき】7月29日14：00～
【ところ】徳島市産業支援交流センター（アミコ
ビル9階）、ZOOMウェビナー
【内容】悩みを抱える若者との関わり方を学ぶ
心理学公開講座
【問】とくしま地域若者サポートステーション
☎602-0553 FAX625-3530

●明るい選挙啓発ポスターコンクール作品
【対象】小・中・高等学校、中等教育学校、特別支
援学校、高等専門学校の児童・生徒・学生
【応募期間】7月7日～9月8日
【応募方法】詳しくは、学校を通して7月中に配
布予定の募集要項をご覧ください。
【応募先】お住まいの市町村または通学してい
る学校のある市町村の選挙管理委員会
【問】県選挙管理委員会
☎621-3205 FAX621-2829

県庁だより
県主催の講習会や募集などさまざまな情報をお知らせします。

●近代美術館 特別展 イロのひみつ－なにいろに見る？
どんな色が好きですか？美術館には個性
的な色づかいの作品があります。この展
示では身近な色の話題とあわせて、美
術の色の様々を紹介します。「色のバリ
アフリー」に配慮した解説文により、誰も
が自分の感じた色を大切にできる展覧
会を目指します。
【とき】7月15日～9月3日
【休館日】月曜日（7月17日、8月14日を除く）、7月18日
【問】県立近代美術館
☎088-668-1088 FAX088-668-7198

●文学書道館 書道企画展
中

なかばやし
林 梧

ご ち く
竹－デザイン性あふれる金

きんぶん

文
〝明治の三筆〟の一人・中林梧竹の、青銅器な
どに施された文字「金文」を題材にした書作品
22点を展示します。
【とき】6月13日～9月24日
【問】県立文学書道館
☎088-625-7485 
FAX088-625-7540

●阿波藍×草月いけばな展「藍をつなぐ。使いつくす。」
阿波藍で染めたハギレやあて布をつないで生まれ変わっ
た作品と、草月流いけばなが互いに魅力を引き立て合う
空間をお楽しみいただけます。また、会期中の阿波人形
浄瑠璃講演では、藍染め衣装の人形が登場します。
【とき】7月15日～9月3日 9：30～18：00
（9月1日～3日は17：00まで）
【料金】一般410円、高・大学生310円、小・中学生200円
【ところ・問】県立阿波十郎兵衛屋敷
☎088-665-2202 FAX088-665-3683 

●あすたむらんど徳島 
あすたむウォーターパーク
4年ぶりの開催! 巨大水遊び場が出現!
おもいっきりびしょ濡れになろう!
【とき】●7月／15日、16日、17日、22日、23日、29日、30日  
●8月／5日、6日、11日、12日、13日、19日、20日、26日、27日 
●時間／11：00～17：00
【ところ】子ども科学館 屋外展示場
【参加費】常設展示観覧券が必要
【問】あすたむらんど徳島 ☎088-672-7111 FAX088-672-7113

おでかけだより

詳しくは
こちら

詳しくは
こちら

詳しくは
こちら

詳しくは
こちら

中
林
梧
竹「
臨 
商 
持
勺
父
癸
鼎
銘
」

アンリ・マティス〈版画集ジャズ 空中ブラ
ンコ〉1947年 徳島県立近代美術館蔵

※都合により試合日程が変更となる場合があります。
むつみスタジアム※7/23（日）のみ三好市吉野川運動公園野球場

7/22（土）19：00～ 
ヴァンフォーレ甲府【美馬市民デー】
8/6（日）19：00～ 
ジェフユナイテッド千葉【徳島市民デー】

●2023明治安田生命J2リーグ

鳴門・大塚スポーツパーク ポカリスエットスタジアム

日程はこちら
ホームゲーム

7/22（土）18：00～	愛媛マンダリンパイレーツ
7/23（日）13：00～	高知ファイティングドッグス
7/28（金）18：00～	香川オリーブガイナーズ
7/29（土）18：00～	福岡ソフトバンクホークス3軍
7/30（日）18：00～	福岡ソフトバンクホークス3軍

●四国アイランドリーグplus2023後期公式戦

日程はこちら
ホームゲーム

あわっ子文化大使通信
あわ文化を次の世代に伝承し、徳島の魅力を県内外に発信する

「あわっ子文化大使」のリポートです。

ふるさと発見！

　「坂東太郎」の利根川、「筑紫次郎」筑後川に続く、日
本三大暴れ川のひとつ「四国三郎」吉野川。昭和初期
に堤防が築かれるまでは毎年のように氾濫し、住民を苦
しめていました。そんな吉野川の上流、大歩危・小歩危
では、激流だからこそのアクティビティ、「ラフティング」
が楽しめます。ラフティングとは、ラフトと呼ばれる大型
のゴムボートに乗って、急流を下るアウトドアスポーツの
ことです。スリル満点、爽
快感抜群のラフティング。
はじめは危険そうに見え
るかもしれませんが、専門
のガイドもついてくださる
ので安心です。コースに
よっては小さな子供でも
参加することができます。
　私がラフティングに参加したときは、大自然に囲まれ
てとても開放感があり、楽しい時を過ごせました。また、６
～８人ほどの人数で力を合わせてラフトを漕ぐため、互
いに絆を深めることができます。吉野川だからこその魅
力。ぜひ挑戦してみてください。
●皆さんからのご意見・ご感想をお待ちしています。
学校教育課  ☎088-621-3054 FAX088-621-2882

ラフティング写真
（三好市まるごと三好観光戦略課提供）

●あわっ子文化大使リポーター
徳島市徳島中学校　鈴

すずえ
江 咲

さ ら
良

吉野川の自然を味わう

阿波尾鶏とオクラのガンボ風スープ
①鶏肉は一口大に切る。［A］をふり、小麦粉を薄くまぶす。
②玉ねぎは薄切り、オクラはがくを取り除き斜め3等分、トマ
トは1個を1cm角に、もう1個を8等分のくし切りにする。

③フライパンにサラダ油大さじ1を中火で熱し、鶏肉の両
面を焼く。玉ねぎ、ニンニクを加えて混ぜ合わせる。

④残りのサラダ油と［B］を加え、全体に絡める。水4カッ
プ、塩小さじ1/2～1を加え、中火で10分程煮る。

⑤トマト、オクラを加え、とろみがついたら、［A］で味を整
える。器にご飯とスープを盛る。

⃝阿波尾鶏のもも肉2枚、小麦粉適量、玉ねぎ1個、オク
ラ6本、トマト2個 ⃝ニンニクのすりおろし1片分、サラダ
油大さじ2、温かいご飯茶碗2～3杯分 

［A］塩・粗挽き黒胡椒適量 ［B］クミンパウダー（カレー粉
でも）小さじ2、チリパウダー大さじ1
◀ レシピはこちら  レシピ提供：もうかるブランド推進課

作り方

材　料
（4人分）

育
再
生
な
ど
異
次

元
の
挑
戦
を
多
方

面
か
ら
進
め
、
全

国
か
ら
「
徳
島
、

と
ん
が
っ
て
る

な
」
と
思
っ
て
も

ら
う
。そ
し
て「
徳

島
は
面
白
い
な
」

と
い
う
評
価
を
受

け
た
と
き
に
初
め

て
、
県
民
の
誇
り

を
高
め
る
こ
と
が

で
き
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
徳
島
に
誇
り
を

持
つ
こ
と
で
、
さ
ら
に
い
ろ

ん
な
こ
と
に
挑
戦
す
る
気
持

ち
が
生
ま
れ
る
。
70
万
人
と

い
う
人
口
は
少
な
い
と
言
わ

れ
ま
す
が
、
だ
か
ら
こ
そ
、

で
き
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
た
と

え
ば
、
国
の
改
革
の
ス
ピ
ー

ド
が
遅
い
と
感
じ
る
こ
と
で

も
、
70
万
人
だ
か
ら
こ
そ
、

い
ろ
ん
な
テ
ス
ト
や
挑
戦
が

で
き
る
。
そ
ん
な
意
識
を
県

民
の
皆
さ
ま
と
共
有
し
な
が

ら
、
県
職
員
と
一
丸
と
な
っ

て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
少
し
想
像
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。
５
年
後
の
徳
島
に
は

街
を
歩
く
外
国
人
が
た
く
さ

ん
い
て
、
若
い
学
生
た
ち
が

ワ
イ
ワ
イ
と
楽
し
そ
う
に
歩

い
て
い
る
。
週
末
に
は
有
名

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や
ス
ポ
ー
ツ

選
手
が
徳
島
を
訪
れ
、
全
国

か
ら
た
く
さ
ん
の
人
出
で
賑

わ
う
。
そ
ん
な
徳
島
新
時
代

を
実
現
す
る
た
め
に
、
こ
れ

か
ら
も
現
場
で
可
能
性
を
探

り
、
異
次
元
の
政
策
に
挑
戦

し
て
い
き
ま
す
。
い
っ
し
ょ

に
、
徳
島
の
未
来
を
つ
く
り

ま
し
ょ
う
。

を
実
現
す
る
た
め
に
、
す
べ

て
の
課
題
に
対
し
て
フ
ル
ス

イ
ン
グ
し
て
い
き
ま
す
。

県
民
の
誇
り
を
育
て

挑
戦
で
き
る
土
台
を

●
衆
議
院
議
員
時
代
の
経
験

を
ど
の
よ
う
に
生
か
し
て
い

き
た
い
で
す
か
？

■
知
事
　
県
民
の
皆
さ
ま
の

ご
支
持
を
い
た
だ
き
、
20
年

以
上
に
わ
た
り
国
会
議
員
と

し
て
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
こ
の
間
に
培
っ
た
ノ
ウ

ハ
ウ
や
日
本
を
牽
引
す
る
各

界
の
方
々
と
の
人
脈
は
、
県

民
の
皆
さ
ま
が
私
を
通
じ
て

作
っ
て
く
だ
さ
っ
た
財
産
で

す
。
少
し
で
も
県
民
の
皆
さ

ま
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
、

こ
の
財
産
を
フ
ル
活
用
し
て

い
き
ま
す
。

●
県
民
の
皆
さ
ん
に
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
知
事
　
ま
ず
は
県
民
の
皆

さ
ま
と
共
に
、
徳
島
の
シ

ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
（
ま
ち
に

対
す
る
誇
り
）
を
高
め
て
い

く
こ
と
が
重
要
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
働
き
方
改
革
、
教

風
通
し
の
良
い

 「
開
か
れ
た
徳
島
」へ

●
知
事
に
就
任
後
、ど
の
よ

う
な
思
い
で
活
動
さ
れ
て
き

ま
し
た
か
？

■
知
事
　
日
本
は
今
、
地
方

創
生
戦
国
時
代
を
迎
え
て
い

ま
す
。
人
口
減
少
す
る
日
本

に
お
い
て
、
47
都
道
府
県

１
７
０
０
以
上
の
市
町
村
が

し
の
ぎ
を
削
り
合
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中

で
、
県
民
一
丸
と
な
っ
て
ど

う
戦
っ
て
い
く
の
か
。
そ
ん

な
思
い
の
も
と
で
知
事
選
に

臨
み
、
就
任
後
も
継
続
し
て

活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
ま
ず
は
、
県
の
安
心
度
や

魅
力
度
、
透
明
度
を
い
か
に

高
め
て
い
く
の
か
。
そ
し
て

い
か
に
「
開
か
れ
た
徳
島
」

に
し
て
い
く
の
か
。こ
の「
開

か
れ
た
」
の
意
味
に
は
、
県

民
の
皆
さ
ま
に
対
し
て
透
明

性
の
あ
る
県
政
を
行
っ
て
い

く
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
県
庁

異次元の政策実現で、世界が注目する徳島に。徳島県知事 後藤田正純 

●首相官邸を訪問し、岸田内閣総理大臣へ本県の重要課題
　について要望（6月2日）（県HPより）

地
方
創
生
戦
国
時
代
を
勝
ち
抜
く
た
め
、

徳
島
に
し
か
な
い
個
性
と
魅
力
を
磨
い
て
い
く
。

に
お
い
て
も
フ
ラ
ッ
ト
で
風

通
し
が
良
い
、
開
か
れ
た
職

場
を
目
指
し
た
い
と
い
う
意

味
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、

ゆ
く
ゆ
く
は
全
国
や
世
界
の

人
々
に
注
目
さ
れ
る
「
開
か

れ
た
徳
島
」
に
し
て
い
き
た

い
。
県
民
の
皆
さ
ま
と
共
に

「
徳
島
開
国
」と
い
う
イ
メ
ー

ジ
で
進
め
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

●
知
事
自
ら
も
、毎
日
の
よ

う
に
現
場
に
足
を
運
ば
れ
て

い
ま
す
ね
。

■
知
事
　
真
実
や
課
題
は
、

現
場
に
あ
り
ま
す
か
ら
。
就

任
か
ら
こ
れ
ま
で
の
活
動
の

中
で
嬉
し
か
っ
た
の
は
、
県

庁
職
員
の
多
く
が
徳
島
の
未

来
を
考
え
、
行
動
し
て
い
る

こ
と
が
し
っ
か
り
と
伝
わ
っ

て
き
た
こ
と
で
す
。
政
治
は

公
の
た
め
に
あ
る
と
い
う
こ

と
を
表
す
「
天
下
為
公
（
て

ん
か
い
こ
う
）」
と
い
う
言

葉
が
あ
り
ま
す
が
、
職
員
と

同
じ
方
向
を
向
い
て
進
ん
で

い
く
た
め
に
も
、
自
ら
率
先

し
て
現
場
に
立
ち
続
け
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

個
性
を
磨
き

未
来
に
引
き
継
ぐ

●
県
政
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
、
ど

の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
ま
す

か
？

■
知
事
　
今
を
生
き
る
人
間

と
し
て
、
ま
ず
は
「
未
来
に

引
き
継
げ
る
徳
島
」
を
実
現

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
目

指
す
の
が
、
県
民
の
方
々
が

「
ず
っ
と
居
り
た
い
ケ
ン
」、

何
ら
か
の
理
由
で
徳
島
を

離
れ
た
と
し
て
も
、「
い
つ

も
帰
り
た
い
ケ
ン
」、
日
本

や
海
外
の
方
々
が
「
み
ん

な
行
き
た
い
ケ
ン
」
の
３
つ

で
す
。

　
こ
れ
ら
を
実
現
す
る
た
め

の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
な
る
の

が
、
徳
島
の
魅
力
度
の
向
上

で
す
。
都
会
に
憧
れ
る
必
要

は
な
い
し
、
都
会
と
勝
負
を

す
る
必
要
も
あ
り
ま
せ
ん
。

都
会
に
な
い
も
の
を
ど
ん
ど

ん
磨
い
て
い
っ
て
、
発
信
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
次
々
と
や
っ
て
く
る
異
次

元
の
課
題
に
対
し
、
現
状
維

持
や
事
な
か
れ
主
義
、
前
例

踏
襲
で
は
何
も
変
わ
り
ま
せ

ん
。異
次
元
の
課
題
に
は「
異

次
元
の
政
策
実
現
」
が
不
可

欠
で
す
。
知
事
と
い
う
重
要

な
打
席
を
与
え
て
い
た
だ
い

て
い
る
以
上
、
未
来
に
向
け

た
ビ
ジ
ョ
ン
と
ミ
ッ
シ
ョ
ン

知事の活動記録は
こちらから
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ツイッター フェイス
ブック

●「徳島の魅力の最大化」に向けトップセールス

ANAの井上代表取締役社長と面会。成田便LCCの開設
や農林水産物の輸送拡大など地方創生に向けた取り組み
について意見交換を行いました。

シントン駐日タイ王国大使と会談。バンコクとの定期便就
航に向けた取り組みなどについて意見交換を行いました。

●フラットで風通しのよい職場環境づくりへ ●徳島新時代の学校教育について議論

和やかな雰囲気で県庁の若手職員たちとランチミーティ
ング。

校則をはじめ本県教育課題について教育委員の皆さん
と意見交換を行いました。

2023消費者まつりにて、参加された高校生の皆さんと
交流を深めました。

徳島赤十字病院を視察。現場の医師の皆さんからお話を
伺いました。

●地域に出向き現場で対話


